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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
収益力・財務体質に関する進捗について、もう少し詳細を説明します。

2007年度に当時の最高益1,472億円を記録しましたが、2008年9月のリーマンショック後、2008年度、2009年度と2年連続で減益を余儀なくされ、SG-12直前の2009年度は1,000億円を下回る953億円という状況に陥りました。その後、全社一丸となり努力を続けた結果、SG-12期間中に大幅に収益力を回復させ、2011年度、2012年度は2年連続で史上最高益を更新しました。

連結純資産は、”V” PLAN以降の着実な利益の積み上げによって拡大していましたが、その後の急激な円高の進行を受けてTAのマイナスが大幅に拡大した結果、2009年度には6,234億円まで減少しました。その後、為替対策が奏功したことや、SG-12期間中の利益の積み上げにより、2012年度には約1兆2,000億円と、史上初めて1兆円を超えました。

D/Eレシオについては、2008年度に3倍程度にまで悪化しましたが、SG-12期間中は、積極的な新規投融資を実行しながらも順調な純利益の積上げ等により2012年度末には1.5倍となりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、資産効率、キャッシュフローについてです。

ROAについて、SG-12における目標「3%程度」に対し、2010年度3.0%、2011年度3.5%、2012年度3.8%という実績でした。資源価格の影響もありますが、非効率・低収益資産の入替えや既存資産の収益改善の努力の成果が表れています。2005年度に初めて1%を突破して以来、改善傾向は明らかですが、依然として資産規模で劣る当社が、上位商社にキャッチアップを図るためには、更なる改善は必須であり、資産効率の改善に向けた施策を継続して実行していく必要があります。

キャッシュフローは、2008年度までは積極的な新規投融資を推進していましたが、2009年度は財務体質の改善を優先し、フリーキャッシュフローの大幅なプラスを確保しました。SG-12においては、再度新規投融資を積極化し、2011年度、2012年度と投資キャッシュフローを拡大させています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次は、経営資源の重点配分についてです。

SG-12では、当初3年間合計で7,500億円程度の新規投融資を計画していましたが、歴史的な円高水準が続く状況を、将来の成長の布石を打つ好機と捉え、投融資額を拡大しました。結果として、SG-12期間中に、Gavilon買収を含めて、9,700億円程度の新規投融資を実行しています。

当社初の鉄鉱石案件となるRoy Hill案件や、メキシコ湾油・ガス田権益取得などの資源分野に加え、電力IPP分野における更なる優良資産の積み増し、LNG船取得、FPSO事業への参画、フィリピンのMaynilad上下水道事業といったインフラ分野、更には、Gavilon買収、米国のWestlake自動車販売金融事業、シンガポールのACR再保険事業などといった、環境・生活分野でも、これまで当社が培ってきた知見を活かし、収益基盤の拡充を進めると共に、新規分野への参入を果たすことが出来ました。

Gavilon案件の状況については・・・・・・

当社の強みである資源・非資源のバランスの取れた収益構造を維持しつつ、一層の成長に資する順調な種まきが、この3年間で出来たと考えています。
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